


リメイク可能な品種 ： きもの全般、コート羽織類

加工日数：約1か月（モモンガコートの仕立て単体）

縫製国　：　日本

受注上の注意：

　　①反物であることを確認　＝　仕立て上がっているものは洗い張りが必要となります（別途料金） 伝票記入例　↓

　　②反物の長さ　＝　４メートル以上（総柄の場合）　絵羽柄の場合には1着分

　　③出来上がりのサイズ　＝　巾約１ｍ×長さ１４０cm　（二つ折りにして完成させる　巾約５０ｃｍ×長さ約１４０ｃｍ）

　　④袷仕立て、単衣仕立てを伝票上に記入する

　　⑤裏地は何を使用するのか伝票上に明確に記入する（洗い張りした羽裏、八掛は使用できません）

　　⑥首の中心にスナップが付きます。着装時にスナップを付けていただくと綺麗に着れます。

　　⑦ふくよかな体系の方は5枚接ぎ仕様にします。（バスト１００ｃｍ以上を目安）＝バストの指示が必要

　　⑧モモンガコートがはだけないように胸元にくるみボタンが付きます。

参考上代 　　　　　　モモンガコートの説明動画　↓

　　袷仕立て：１３，２００円（税込）

　　単衣仕立て：１１，０００円（税込）

　　　※それぞれ胸元ボタン代、付け代を含む

下代掛率　：　６０％

ガード加工　：　保証なしガードのみを採用します　　

　　

モモンガコート　受注マニュアル



【羽織】と【小紋・紬・色無地】
〈基本型〉 　　　　　　〈着物の袖丈が短い場合は前身頃を使用〉 　　　　　〈大きいサイズにする場合〉

３尺６寸位

　※５枚接ぎにします

【仕立方】
【訪問着・黒留袖などの絵羽物】 ①袷仕立・単衣仕立どちらも出来ます。

 袷仕立は基本的に胴裏を使用し、洗張り品は接ぎが入る事がありますがご了承下さい。

②胸元にボタンを付けます

 表地に合わせて用意しますので、当社にお任せ下さい。

③洗張り後の袖丸みの汚れが目立つ場合、汚れを隠して丸みを付けます。

　判断は当社にお任せ下さい。

　

モモンガコート　生地配置図
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